不動産仮差押命令申立書

平成　　年　　月　　日

○○地方裁判所保全係　御中


　　債権者　住所　　　　　　　　　　

　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　印

　　　　当事者の表示　　　　別紙当事者目録記載のとおり

　　　　請求債権の表示　　　別紙請求債権目録記載のとおり


申立の趣旨

　債権者の債務者に対する上記請求債権の執行を保全するため、別紙物件目録記載の不動産は、仮に差し押さえる。　

　との裁判を求める。

申立の理由

第１　被保全権利
　１
　２
第２　保全の必要性
１　債権者は債務者に対し上記請求訴訟を申立すべく準備中であるが、・・・・。
：　
３　従って、現時点で本件不動産に対し仮差押をしておかなければ、後日、本案訴訟に勝訴したとしてもその執行が不能または著しく困難になる虞れがあるので、本申立に及ぶ次第である。


疎明方法

１　甲第１号証　　（契約書）
２　甲第２号証　　（　　　）
３　甲第３号証　　（　　　）
４　甲第４号証　　（報告書）

添付書類
甲号証写し　　　　　　　　　　各１通
----------------------------------------------------------------------

（離婚事件の財産分与請求権に基く自宅土地建物の仮差押の場合の記載例）

申立の理由　

第１　被保全権利
　１　債権者は専業主婦であり、夫である債務者は会社員である。　　

　２　昭和○年○月○日に結婚、現在結婚２０年で、債権者は高校生長男と中学生長女を養育している（甲１、甲３）。　

　３　債権者と債務者の夫婦は、結婚５年目（昭和○年○月○日）に債務者単

独名義で別紙物件目録記載の自宅土地建物（以下本件自宅土地建物）を購入

し、１５年間夫婦協力しローン返済に努めてきた。ローン残額は本件自宅土

地建物の時価相当額を下回っており、本件自宅土地建物には、財産的価値が

認められる（甲２）。本件自宅土地建物は、婚姻期間中に形成された夫婦共有

財産である。　

　４　従って、債権者は、債務者に対して、婚姻期間中の養育費及び生活費として、毎月○円の婚姻費用を請求する権利を有している。また、万一離婚する際は、本件自宅土地建物に関して、債権者に債務者に対する財産分与請求権がある。


第２　保全の必要性
１　債務者は数年前からキャバレーの女性○○と交際し飲食代やプレゼント費がかさみ生活費が滞る事態となった。一年前から外泊が増え、半年前からは自宅に帰らず女性の家で居住している（甲４）。そして家計に生活費を入れ

なくなり、債権者に対して離婚を要求するようになった（甲５）。
２　債権者から債務者に対して、子供の養育進学のため婚姻費用が必要であると連絡しているが、債務者からは、養育費が欲しければ家を立ち退けという回答であった。債権者は養育費が必要なので、立ち退きに応じることを検討しており、現在、立ち退き期限の日程を調整している段階となっている。他方、夫である債務者は空き家となった自宅に入居せず、本件自宅土地建物

を売却して女性との交遊費を捻出しようとしている（甲６）。

３　このままでは夫婦共同財産である自宅について申立人の潜在的持ち分が侵害される畏れがある。また、長男及び長女の養育及び進学に必要な婚姻費用も支払われておらず、子供の勉学に具体的な悪影響が生じかねない状態となっている。

４　従って、現時点で本件自宅土地建物に対し仮差押をしておかなければ、後日、本案訴訟に勝訴したとしてもその執行が不能または著しく困難になる

虞れがあるので、本申立に及ぶ次第である。

疎明方法

１　甲第１号証　　（戸籍謄本）
２　甲第２号証　　（住宅ローン明細書）
３　甲第３号証　　（家計簿）
４　甲第４号証　　（興信所の調査報告書）
５　甲第５号証　　（債務者からのメール）
６　甲第６号証　　（不動産業者チラシ）
７　甲第７号証　　（陳述書）

添付書類

甲号証写し　　　　　　　　　各１通


